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North　American　Geophysical　Co。製UW－2R型海底重力計について，

　　　　　　および本重力計による有明海北部海底重力探査報告

早川正巳＊　　松田武雄＊　　杉山友紀＊　　須田芳朗＊

Mo通el．UW・2R　Ma血e　GTavimeter，Manufacture虚by　North　American　Geopkysical
　　Co・ダana　Submarille　Gmvity　S皿vey　in　tb．e　Nort血em　Part　of　Ariake・kai，

　　　　　　　　　　Ky“sh蔵District，with，伍元s　Gravimeter

By

Masami　Hayakawa，Takeo　Matsuda，Tomonori　Sugiyama＆Yoshir6Suda

Abstract

　　　This　is　a　report　of　the　results　of　the・test　observation　of　the　model　UW－2R　marine

gravimeter　in　T6ky6b＆y，and　of　submari血e　gravity　sur▽ey　in　the　northem　part　of　Ariake－

k3i，：Ky冠sha　district，with　this　gravimeteL

　　　（1）　From　the　test6bservation　in　T6ky6bay，the　results　a垂e　summarized　as　follows：

　　　1．It　seems　that　the　time　required　for　obser▽ation　is　about30minutes，in　case　of1＾’2km

observed　interval．

　　　2．To　o診erate　s我tisfactofily，the　equipment　must　be　slightly　improved．

　　　（2）・From　the　isog貧1map　shown　in　Fig．2，the　results　of　this　survey　are　s口mmarized

as　fo110ws：

　　　1．AgravitylowinNEE－SWWdirectionwasfoundalongthenorthemcoastlineof
Ariake・kaL

　　　2。Agravityhighin耳ンWdirect五〇nwasrecognizedalongthelinebetweenKurosakL
Omuta　city　and　Oki－no－shima，Sagaひrefecture．

要　　旨

　昭和31年1月，NorthAmericanGeophysical　Co．

製のUW－2R型海底重力計が輸入されたので，東京湾

でその性能Testを行つた。また有明海北部において本

重力計による海底重力探査の日常調査化を兼ねて重力探

査を行つた。

　東京湾における実験の結果から得られた結論は，（1）

測定に要する時間は種々の条件によつてかなりの差はあ

るが，測点間隔が1～2kmのときなqま30分程度である

こと，　（2）観測を・円滑に行うために．は．cableの破損防

止装置，音響測深器の使用等2，3の改良を行うことが望

まLい。

　有明海北部における海底重力探査からは，（1）有明海

北岸附近に東北東一西南西方向の低重力域のある，こと，

（2）大牟田市黒崎一沖の島を結ぶ東西方向の高重力域の

あることなどが明らかになつた。

＊物理探査部

、1．緒　　言

　昭和31年1月にNorthAmeric＆nGeophysica1Co．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ製のUW－2R型海底重力計が輸入されたので，その性能

のTestおよび日常調査の計画の立案に必要な資料を得

ることなどのだめ，昭和31年3月27目～29日の3日間

および同年4月24日～26日の3日間の2回にわたつて

東京湾上で測定実験を行つた。

　この実験に臆地質調査所から早川正巳・松田武雄・杉

山友紀・小川健三・須田芳朗が，また海上保安庁水路部

から木下達・日下部務・高部不二男・玉木操の諸氏が参

加し，，観測船には水路部所属の明洋丸（348ち佐藤孫七

，船長以下27名）を使用した。

　この実験の途中および昭和31年6月から秋田県南部

沖で実施した「秋田沖海底重力探鉱調査」の折，1evel・

mot旋のcaseへの漏水，恒温装置の回路の整流器の故

障，main　spring　loopの切断など，幾多の故障が連続

して発生し，充分な調査を行うことができFなかつたた

ノ
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Table　l　Results　of　Test　Gravity
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No：Number　of　Station

H：Depth　of　the　Sea、at　Observed　Time（Vertical　upwar〔i　is　positive）

DS：Depth　of　the　Sea　with　Sonic　Method（　　”　　）

DL：Depth　of　the　Sea　with　Logging　Method（’　〃　　）
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め，昭和31年10月，製作会社からR．C．Sweet社長お

、よびA。S．Rogers．の丙氏が来所し，『故障箇所の修理お

よびcushion　hookの取付け，1evel　motorの交換など、

を行つた。

　このような情況のため，昭和31年秋に昭和31年度特

別研究費による海陸地帯の綜合調査（3力年計画の第1

年度）として実施される予定であつた海底重力探査は延

期されて，昭和32年2月26日から同年3月26日まで

の29日間，海底重力探査法の日常調査化を兼ねて有明

海北部において実施された。

，実施にあたつて峠測定を松田武雄・杉山友紀・須田芳

朗が，測量を橋本与太郎・横江一男・清水道也が担当し

たほか，早川正巳が技術指導のため一部参加した。なお

観測船には三井鉱山株式会社所有の明神丸（17。3t）を

借用した。

　なおUW－2R型海底重力計の性能などについて，その

概要について4．に述べた。

　東京湾において実施した実験にあたつて種々協力と助

言を与えられた水路寵特に凋箪課および明洋丸乗組の．

各位，有明海北部海底重力探査を実施するにあたつて種・

種便宜を与えられた三井鉱山株式会社三池鉱業所，日鉄

鉱業株式会社有明炭鉱調査事務所の各位，および海底重

力計の電気回路などの研究にあたつて種凄援助を与えら

れた物理探査部の森喜義技官ら，engineその他の操作

について種々と協力と助言を与えられた技術部工作課の

Table2

深沢邦武・太田一・・和田義一郎ら各按官に厚く感謝の意

を表する。

2．東京湾における海底重力計の実験

　2．1　実験の目的および方法

　実験の目的

　本実験のおもな目的は，本年斗月地質調査所に輸入さ

れた海底重力計の性能のTesちおよび日常調査を行う場

合，調査計画の立案に必要な資料を得ることなどであ

る。

　実験の方法

　第1回の実験の場合には，始めての海上での重力測定

であるので，底質・水深・海底の傾斜などの条件が比較，

的容易に測定を行いうるような場所に選定し，同一地点

で2，3回繰返して測定を行つた。

　第2回目には第1回の実験の結果得られた経験に基づ

いて，2，3の工作を行つてほ攣実際の調査の場合に近

い条件で測定を行つた。

　測定にあたつては，船の位置ができうる限り一点で安

定されるように，2個の錨を用いて錨泊し，船が安定す

るのをまつて測定を開始した。また測定の位置は六分儀

で船上から測定した。

　2．2実験の結果

　各測点での測定結果を第1表に示した。また東京港晴

海桟橋で陸上の重力値と連結して得られた葎測点での，

Results　of　the　Second　Series　Observations　in　Tδky6Bay
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No　i　Number　of　Station

Da：Date　of　Observation
H：Depth　of　the　Sea　at　Observed　Time（Vertical　upward　is　positive）

h：Height　Of　the　Sea　Surface　from　the　Mean　Sea　Level（〃　）

D＝Depth　of　Sea　from　the　Mean　Sea　Leve1（〃　）

0：　0bserve（i　value

E：　Elevation　Correction

L：LatitudeCorrection
T：’TerrainCorrection

C：Corrected　Value
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Fig．1　1sogal　Map　in　Northern　Part　Qf　T6ky6Bay

測定値・緯度・高度・地形の各補正値および全補正済値，

を第2表に示してある。この全補正済値から等重力線を

求めると第1図に示したようになる。

第1表の測定値の欄をみればすぐわがるように，’第1

回の実験のときは第2回の実験のときに比較して，同一

測点でゐ測定値にかなりの差があるのがみられる。これ

は主として重力計が製作された直後であったため，まだ

spr呈ngなどが充分安定していなかつたことによるもの

と考えられる。

　また重力計にっいている水深計によつて得られた水深

を，音測によるものと比較すると平均0．5m程度の範

囲で一致していた。

　次に測定に必要な概略り時間を求めるために，各操作

ごとの時間を測定した（第3表）。この所要時間はもちろ

ん，船の大ぎさ・速度・船員事よび測定手の熟練の程

度・測点間隔・水深・潮流などの種々の条件によつて左

右されるが，大体の平均所要時間としては測点間隔が

1～2kmのときには約30分であると考えてよいと思う。・

　また第1回の実験の結果に基づいて，第2回の測定の

ときに一むよ，cableに5mごとηこv呈nyletapeでmark

をっけてcableが水中にはいつ』ている部分の長さの目印

とした。同様の目的で，起重機の顧reにもename1で

markをっけたが，wireの防鏡用の油のため，数回使用

しているうちに剥げてしまつた。

　第1回の実験の最終の測点であるNo。昼で測定中漏

水の警報用のpilot　I3mpが点燈Lたので，その原因を

婦庁後調査したところ，beam　level　motorのcase内

に漏水していることが判明したので，本山製作所に依頼

して修理し，1001b／inch2の耐圧試験を行った後，bell

に取付けた。しかしこのbeam　level　motorのcaseに

は昭和31年6月秋田県南部沖で実施した，、石油資源開

発株式会社からの受託調査の際にも，同様な漏水事故を

起したため，North　American　Geophysical　Co．で新し

く設計した耐水性のさらに高いもの（ほ噴60m「の水深

まセ使用できる）と交換した。

3．有明海北部における海底重力探査

3．1　位置および交通

本調査地域は有明海のうちほ甥ヒ緯33。より北の部分

であつて，面積約480km2、である。調査地域内には北か

ら住の江港・大牟田港・三池港などがあるが，潮汐の干

満の差が大きいためや工大型の船は，三池港蘭門内を除

いては満潮時以外には横付けできない。

3．2　地形および地質

本調査地域の西方には第四紀の多良岳熔岩および新第・

三紀の筑紫熔岩からなる山地が海岸近くまで迫り，北方

および東北方には沖積平野が広く発達している。また東

方には主として古生代の結晶片岩類からなる山地になっ

ている。

　福岡県朝倉郡宝珠山村一長崎県大村市北部を結ぶ構造

線があるものと推定されており，調査地域の北部の海岸

Table3　Time　Required　for　Operation

Number　of　Station

Prepare　for　Anchorage

Begin　to　Anchor

Begin　Hoisting　down　the　Bell

Finish　Hoisting　down

Finish　the　Observation

Finish　Hoisting　up

Finish　the　Depth　Observation
at　the　Sea　Surface

Start　t6Transfer　to．the　Next
Station

11

10　40．5

ク　41．5

グ　46．5

ゲ　51．5

ゲ　58．0

11　00．5

ゲ　01．5

ゲ　11．0

12

11　15．0

〃　17．0

グ　22．5

ケ　25．0

グ　29．0

〃　32．0

グ　33．0

グ　37．0

13

11　45．0

グ　46．0

グ　49。5

〃　53．0

ケ　58．0

12　01。5

ゲ　15．0

14

12　31．0

グ　37。0

ゲ　44．5

ケ　48．0

〃　55．0

グ　58‘5

ゲ　59．5

13　04．0

15

13　11．0
〃ρ　13．5

ク　17．5

ヶ　21．5

ク　28．0

グ　30．5

ク　31．5』

ク　35．0

16

13　44．0

グ　46．0

〃　51．0

ゲ　54．0

44　03．5

〃　08．0

ゲ　08．5

Time：0’clock　min．

学9一（289）



No。

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

1工

12－

13

14

15

16

、17

18

19

20

21

・22

23

24

25

26，

27

28

29

30

31

32

33

34

，35

36

37’

138

39

40

Da

March

4
〃

、グ

ク

グ

ゲ

〃

ク

、グ

〃

10

13

ク

、〃

〃

グ

グ

〃

〃

15

、〃

グ

〃

，グ

15

ヴ

16

、グ

18

グ
．

グ

〃

〃

19

　　　　　　地質調査所月報（第9巻第4号）’

Table4　Results　of　Observations　in　Northem　Part　of　Ariake－kai（1）

H．
（m）

一4。0

－8．5

－4．3

－8．1

－8．7

一一11．0

－5．4

」3．0

－2．5

－6．6

－3．3

－3．6

－15．1

－14．1

－14．8

－14．5

－16．3

－9。1

－6．2

－5．4

－6．5

・一3．3

－17．1

－16．8

－4．6『

一3．8F

－2．9

－2。5

－3．4

－3．3

h
（m）

十1．9

－0．1

十〇．1

十〇．3

十〇．5

十〇．7

十2．7

十〇．4

十〇．1

－0，3

－0．7

－0．9

－0．4

十〇．1

十〇．3

－0．5

－1．5

－1．9

－2．1

－2．3

－2．3

－2．2

十2．0

十1．5

十1．4

十〇．6

－0．1

－1．1

－1．6

十1．2

D
（m）

十3．8

十4．8

十32．2

十4．6

十3．5

十2．3

十3．5

十5．6

十4．3

十7．0

－2．1

－8．6

吟一4．2

－7．8

－8。2

－10。3

－217
－2．6

－2．4

乙6．9

－4．0

－4．5

－15．5

－14．0

－14．5

－15．0

－17．8

－11．0

－8．3

－7．7

．一8．8』

一5．5

－15．1

－15．3

－3．2

－3．2

－3．0

－3．6

－5．0

－2．1

　0
（mga1）

34。72

39．36

34．53

42．55

41．74

37．50

31．80

22．17

28．69

35．76

33．04

35．57

35．93

35．73

32．98・

30．85

36．58

36．26

37．33

36．53

32．69

29．92

29．46

29。93

28．99

27．62

27．36
1
2
6
． 92

29．98

31．52

32．49

32．58

26．52

29．26

22．14

．16．50

13．85

25．97

28．96

33．89

　E

（mga1）

十〇．80

十1』08

十7．24

十1．03

十〇．79

十〇．52

十〇．79

十1．26

十〇．97

十1．57

－0．56

・一2．29

－1．12

－2．07

－2．18

－3・76

－0．72

－0兜69

－0．64

－1．83

－1．06

－1。20

－4．12

－3．72

－3。85

－3．99

－4．73

－2．92

「2．21

－2．05

－2』34

－1』46

－4．01

・一4．07

－0．85

－0．85

－o．80

rO．96

－1．33

－0．56

　L
（mga1）

40．89

37．30

35．44

35．69

36．83

38．69

42．01

45．77

43．16

40．54

』41．11’

39．50

38．22

38．16

39．66

41．03

38．76

37．33

36151

36．74

36．29

37．98

40．55

39．33

39．67

41．40

40．92

39．46

37．81

36．55ト

35．27

35・45

39・60

38．31

30。73

2◎．59

28．28

31．92

33。23

35．33

T
（mgal）

0．10

0．21

0．34

0．19

0．15

0．12

0。14

0．12

0。13

0．14

0．11

0．10

0．10

0．10

0．10

0．09

0．09

0．1r

O．10

0．10

0．09

0。09

0．09

0‘09
σ．09

0．09

0．10

0．09

0．09

0．08

0．08

0．09

0．15

0．12

0．10

0．11

0．13

0．11

0．10

0．10

　C

（mga1）

76．51

77．95

77．55

79．46

79．51

76．83

74．74

69．32

72．95

78．01

73．70

72．88

73．13

’71．92

70．56

69．21

74．71

73．01

73．30

71．54

68．01

66・79

65．98

65．54

64．90

65．12

63．65

63。55

65．67

66。10

65．50

66．66

62．26

63．6、2

52．12

45．35

41．46

57．04

60．96

68．76

80一（290）

1

1．C×1

1．C×1

1．C×1

1．C×1

1．C×1

1．C×1、

1．．C×1

1．C×1

1．C×1

1．C×1



North　American　Geophysical　Co．製UW逸R型海底重力計について，癬よび本重力計による有明海北部海底重力探査報告（早川正巳他3名）

Table4　Results　of　Observations　in　Northem　Part　of　Ariake．kai（2）

No．

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53。

54

55

56

57

58

59、

60

61

62

63

64

Da

March
　19
　ケ

ゲ

〃

ゲ

●
ゲ

グ

ゲ

20

ゲ

ゲ

ク

グ

ヴ

21

1〃

グ

ケ

グ

ゲ

21

22

グ

ゲ

H
（m）

一4．5

－3．3

－4．2

－3．7

－3．0

－2．5

－2．8

－12．7

一9．7

一4．8
’
一
4
． 0
－6，1

－11．2

－14．4

一5．1

一5．8

－4．7

－10．2

－7．1

－7．6

一5．9

一5．5

一4．5

－13．9

h
（m）

十2．2

十2．5

十1．5

十1．8

十2．1
　　　＼
十〇

一〇．6

－1．7

十1．7

十1．4

十1．1

十〇．5

十〇

r　O．9

十1．7

十1．9

十2．0

十1．7

十1．3

十〇．9

十〇．5

十1．1

十1．3

十1．5

D
（m）

一2．3

－0．8

－2．7

－1．9

－0．9

－2．5

－34
－14．4

一8．0

一3．4

」2。9

－5．6

－11。2

－15．3

一3．4

一3．9

－2．7

－8．5

－5．8

－6．7

一5．4

甲4．4

一3．2

－12．4

　0
（mga1）

35．36

37．83

34．34、

33．30

25．69

30．99

30．77

30．59

32．96

28．77

25．67

29．76

31．87

32．81

19．45

17．86

14．16

22．95

22．28

25．03

23．45

22，45

23．22

26．27

　E

（mga1）

一〇。61

－0。21、

一〇．72

－0．50

－0．24

－0．66

－0．90

－3．83

一一2．13

一〇．90

－0．77

－1．49

－2．98

－4．07

一〇．90

一1．04

－0．72

－2．26

－1．54

－1．78

一1．43

一1．17

一〇．85

－3．29

　L
（mga1）

35．18

34．11

33．98

32．23

30．68

34．76

33．42

37．47

33．75

32．25

31．82

34．85

36．36

37．56

30．83

32．13

33．33

33．83

35。40

36．71

37．88

39．41

40．76

41．14

　T
（mga1）

0．10．

0．11

0．io

O．11

0．11

0．09

0．10

0．09

0．09

0．10

0．10

0．09

0．11

0．09

0．12

0．13

0．17

0．13

0。15

0．21

0．26

0．31

0．46

・0．20．

　C

（mga1）

70．03

71．84

67．70

65．14

56．24

65．18

63．39

64．32

64．67

60．22

56．82

63．21

65．36

66．39

49．50

49．08

46．94

54．65

56．29

60．17

60．16

61．00

63．59

64．32

1

1．C×1

1．C×1

1．C×1

No．1～No．64
No．：Number　of　Station
Da　：Date　of　Observation
H　　Depth　of　the　Sea　at　Observed　Time（V6rtical　upward　is　positive）

h　　Height　of　the　Sea　Surface　from　the　Mean　Sea　Level（　　　〃　　　）

D　Depth。ftheSeafr。mtheMeanSeaLeve1（　〃　）・rHeight・fthe『Stati・n

O　：Observed　Value

E：ElevationCorrection
L：LatitudeCorrection
T：TerrainCorrection
C　　：　Corrected　value

I　　　　Integration　Contro1

線附近がその線上に該当している。

　3．3　既往の物理探査

　本調査地域では昭和12年4月渡辺貫などが，昭和22

年5月には早川正巳らがいずれも大牟田市沖で，また昭

和27年6月には栗原重利らが柳川市南方沖で，海上地

震探査を実施しているほか，日鉄鉱業株式会社でも有明

海北東部海上で地震探査を数回実施している。1

　なお昭和29年1月に実施した「肥筑平野重力探査2｝」

の際にも有明海北東部の海上で重力の測定を行つてい

る。

　3．4　調査目的

　本調査の目的は，UW－2R型海底重力計による重力探

査法を目常調査化するとともに，有明海北部の重力分布

の大要を明らかにして，地質構造の概要を把握し，海底

炭田の開発に必要な基礎資料を得ることである。

　3．5　調査方法

81r（291）
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地質調査所月報（第9巻’第4昇）』

　本調査には地質調査所が昭和31年1月，North　Ame・

rican　Geophysical　Co．から輸入したUW－2R型海底重

力計AGI－157を使用した。陸上の重力値と海上の重力

値を結ぶ測定原点を，大牟田港岸壁上に選び（測点番号

6），重力値は「肥筑平野重力探査」　（昭和2g年1月実

施）の測点番号330（本年度測点番号2）に結んだ。ま

た三池港南側突堤の西端附近に海上基準点を作り（測点

番号11），測点番号6と重力値を結び付けた。

　測定を行う場合には観測船の機関を完全に停止し，投

錨してでぎるだけ静止の状態で測定するように努めた。

また測点の位置は船上から六分儀によつて求めた。

　3．6調査結果

　測定結果

　測点数は陸上10点，海上54、点合計64，点で「肥筑平野

重力探査」の測点番号330（本年度測点番号2）におけ

る測定値を基準とした。第4表有明海北部重力探査測定

結果表に測定月日，測定時の水深，測定時の海水面と平

均海水面との差（潮高），平均海水面からの水深（深度）1

各測点での観測値から潮高および天体の位置の変

化による影響，器械のdriftなどを除去した測定

値・高度g緯度・地形の各補正値ならびに全補庄

済値などを示してある。

　また第2図に全補正済値から得られた重力分布

を，51nga1ごとの等重力線で示してある。

　補正方法

　（1）Driftおよび潮汐補正

　陸上での重力探査の場合には，基準点で器械のdrift

のcheckを行うのに天体の引力による影響（t圭dal

gravity）が，時間の経過に対して正比例するものとして

考えうるように，checkを行う時間を選定Lたが，海上

の場合には基準点まで戻るのにかなりの航行時間を要す

ることなどのため，checkは通常夕方1回行うようにな

り，またcheckを行う場合に陸上の場合には正確に前

に測定した位置に戻ることができるが，海上の場含には

正確には一致させることが困難である。このほか潮汐に

よる海水面の昇降の影響も補正しなくてはならないの

で，まずこれらの補正を観測値に対して行つた後のdrift

すなわち器械の個有のdriftのみと考えられるものにっ

いて時間の経過に対Lて正比例するもの≧して補正し

た。なお海水の比重は1．025として計算した。

　次に補正を行つた順序に従つてその方法を述べると

　a〉　海上調査の場合にはcheckのため基準点でふた

たび測定を行うとぎに，潮汐による海面の昇降が激しい

ことなどのため，必ずしも正確には前に測定した点に

戻ることができないので，ガ回目に基準点で測定したと

きの深度をP4水深を伍1潮高をhi．とすると，z）iは

必ずしも一定の値を示さないので，海水の比重をρと

L錯直上方を正にとると，測定位置のずれに．よる補正値

（4ゆ）ずは（第3図参照），

、（∠gb）♂＝一（0．3086－0．04185ρ）（Z）rZ）∫）

　　　　＝一（0．3086－0．04185ρ）｛（鼠＋h1）」（瓦＋h‘）｝

　　　　　　　　　　　　　　　mg311m

となるのでこれを基準点に対して補正した。

　b）T．A．Elkinsの方法で天体の引プ」による影響

（∠g分∫を求め，（θ＝1＋h－3／2たの値をL20とし，’た）これ，

を全測点について補正Lた。

　c）　験潮器の記録から測定時の潮高加を求め，厚さ

の幽様な板の場含として計算し，その影響（∠8五）‘を全測

点について補正した。、

　（∠g海）FO．04185ρh」mga1／m

　d）以上の3種の補正を観測値に対して行つたものに

っいては，driftが時間の経過に対して正比例するもの

と考えられるので，陸上の調査の場合と同様な方法で補

正を行つた。

響一’一『『’一甲一
　　　ん

艶α躍6・π

　〃ノ0ノ　　　　　乙

　　TFρ1ガ霧鼎暫篇伽解

璽罫一
　　　〇加6／％プ命5盈珈

Fig．3

碗5々．5グ而o露ど砒6膨イ
刀舵r7海／567ン擁ノ

聯8脆oだ58α∠8雌∠

　（2）高度補正

　下記の式で計算した。

　4g＝／o．3086－o．04185ρ）P　mgal／m

　（3）緯度補正

　緯度補正は国際標準重力式により33。30’Nでの値を

0として求めた。、

　（4）　地形補正

　地形補正は海上の測点の場合には測点の近傍の補正値

がほ黛無視できるので行わなかつた以外は，いままでの・

陸上の場含と同様の方法で行った。

　等重力線図

　（1）北部の海岸線附近に東北東一西南西方向の低重

力域がみられるが，’「肥筑平野重力探査』および東京大

学地震研究所で行つた九州地区ゐ重力測定の結果によれ

ば，ごの低重力域はさらに両側に続くことが示されて

いる。

　（2）大牟田市黒崎附近と佐賀県沖の島附近を結ぶほ

ぼ東西方向の高重力域がみられ，その異常値は東から西

に向かって次第に・小さくなつている。．
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3．7　調査結果に対する考察

　（1）　調査地北部の海岸線附近の低重力域ば，3．2地形

および地質の項に述べたように，この附近を構造線が通

っているものと推定され，この地域ではその南側に比較

して深い海の化石が発見されてい惹ことなど

から，1．この構造線に沿って新しい地層が厚く

なつているためによるものと考えられる。

　（2）　黒崎および沖の島を結ぶ高重力域は，

黒崎附近に結晶片岩が露出していること・，お

よびこの附近でいままでに実施された地震探

査・試錐などの結果から考えて，基盤または

・第三紀層上面あるいはその両者がこの線に沿

つて隆起しており，かっ西に向かつて傾斜し

ているためによるものと考えられる。

陥‘々

伽ハ勿

β60π

　第5図にそのblock　diagramを示し七ある。この場

合にも重力値の測定の場合と同様に，水圧（水深）のため

depth　transducerの位置が変化L，それによつて生ず

る位相のずれの量から水深を求めている。
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←5000ρ5
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4．UW・2R型海底重力計について

β躍πル2／ど∠・

〃7該oo60！・、

4．1　重力値の測定装置

第4図にそのblock　diagr＆mを示した1。

海底重力計の構造は陸上用の・もの1）とその主

要部分は全く同一であるが，重力値の変化に

よるbeamの位置の変化を遠隔測定するこ

とができるように．，beamの重錘に．近いと1こ

ろにsapphireの短かい棒がっいていて，そ

の先端についている透磁率の高いμ一meta1の

小片が500c．p．s．の交流によってexciteさ

れている2っの小さなcoi1のなかをbeam

の位置の変化に伴なつて上下するようになつ

ている。重力計をclampした状態でこの回

路が電気的に平衝を保っように，あらかじ菊

調整しておく。測定を行う際には，T　unclamp

すると重力値の大小忙よつてbeamの位置

がclampされていたときの位置から変化す

るので，2次電流には位相のずれが生ずる。

これを増幅した後，phase　sensitive　detector

にょってその位相差を取出し，beamの位置

の変化がbeam　null　indicatoNこよって示さ

れる。そこでbea血null　indicatorが0を

示すように，一すなわちbe段m　がもとの

clampされていたときの位置に戻るように

二consoleにあるgravity　dia1を廻転す

ると，そのdialに連結されているselsyn

雇淫5ぬ5ター河叩ガ叩イ即　・命6∠6動∠α〃065縦o汐
　　　　／620　　／6’20　　5632
　　　　一．一『　　4卿．一形微乃戸　　　＾
　　　　　　　　　　　型

　　　　Fig．4　Block　Diagram　of　Gravity　System
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　　　　Fig．5Block　Diagram、of　Depth　System
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motor‘によつて重力計のmotor　pane1にあるselsyn

motorが廻転し，それに直結されている重力計のgravity

dia1が同一角度だけ廻転するので，そのとぎのdia1の

読みがその地点での重力値を示すことにな．る。

　4．2F水深i貝唖定装置

Fig．6Block　Diagram　of　Level　System

4．3　水平保持装置

第6図にそのblock　diagramを示してある・：重力計

のMeter　Pane1にっいている　Ieve1－transmitter（dif－

ferential亡ransformerを採用している）を975c．p．sの交

流でexciteしておぎ，重力計が傾斜していると位相のず
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れが生ずるので，これを増幅した後，phase　sensitive

detectorを通してその位相差を取出し，1evel　indicator

によ・うて重力計が傾斜している状態を示すとともに，直・

流増幅器とrelayによって1evel　actuater（直流motor

を使つている）を重力計が水平になるまで自動的に操作

するようになつている。

　4・4ClampみよびResetの装置

　直流motorによつて操作していて，ある限度に達す

ると，micro　switchによって自動的に電流が切断され

1るようになつている。

　4．5桓温装置

　陸上重力計の場合とほ黛同様であるが，thermostat』

の使用年限を長くするため，thermost＆tには電圧のみが

か二り，直接電流が流れないようにしたほか，遠隔操作

の場合にはMeter　heaters　milliammeterによって電流

が断続されるのを知ることができるように・なつているQ

　4．6温度計・．
F
重
力
計
内
部 の温度が測定可能な温度範囲にあるかどう

かを知ることができるため，抵抗温度計が取付けられて

いる。「

　4．7発電装置
　2正Pの空冷式gasoline　engineで115V，60c，p．s

1，500Wの発電器を動かしている。重力計の操作に必要

な電力は約450Wである。

　4．8　起重機用Engine

　15rPの空冷式gasolin6e血gineで約100kglcm2、の

油圧を作り，起重機は油圧ポンプで操作している。

5．結　論
5．1　東宗湾における実験について

東京湾における実験の結果から得られた結論は，

　（1）測定に要する時間は，，種々の条件によりかなり

の長短はあるが，測点間隔が1～2kmのときには30分

程度であると考えられる。

　（2）remote　control　cableが舩腹や手摺などでこす

れて破損しないように，rollerなどを使用することが望

ましい（秋田沖重力探査のときから使用している〉。

　，（3）bel1が水底に近づいたならば降下速度を遅くす

るため，観測点附近の水深を知ることがでぎるように音

響測深器などを使用する必要がある。

　（4）起重機のwireが水中にはいつている部分の長

さを知る装置が必要である。

　（5）起重機のwir6をdrumに捲き込むとき，整然

と捲けるような装置を作ることが望ましいら

　（6）　1evel　motorのcaseはさらに耐水性の高いも

のを使用することが望ましい。

　（7）起重機とconsole間の連絡にはbuzzerのみで

なく，電気mega諏one等を併用することが望ましい。

　5，2　有明海北部海底重力探査について

　有明海北部における海底重力探査の結果得られた結論

としては，

　（1）今回の調査の結果，海底重力探査法を一応目常

調査化することができたものと考えられるが，さらに調1

査を円滑に行いうるようにするためには，以上述べたよ

うな測定装置の整備，改良などを早急に実施することが

望まLい。

　（2）　本調査によりこの地区の重力分布の概要を明ら

かにすることができた。その結果，，1）有明海北岸附近に

‘
東 北東一酉南西方向の低重力域のあること，2）黒崎一沖

の島を結ぶ東西方向の高重力域のあることなどが明らか

になつた。

　（3〉　今後この地区の爽炭層の賦存状態をさらに明ら

かにするたあに，本調査の結果を基として以上に述べた

2つの重力異常地域附近で地震探査・試錐などを行うこ

とカミ望ましV・。

　（4）本地域の南方海域の地質構造を知るため，有明

海南部海域およびその周辺の陸地で重力探査を行うこと

が必要であると考える。

　　（昭和3エ年3月，4月および32年2～3月調査）
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